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当初 4～2月補正 3月補正

H28熊本地震 R2.7月豪雨災害
新型コロナ感染症

R7.8月豪雨災害

［億円］

骨
格

３ 月 補 正 後 予 算 額 の 推 移

骨
格

骨
格骨

格

3～2月補正額 1,659

３月補正額26

R7はR7年3月補正を含む

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わないことがある

（財源内訳） 国庫支出金(重点支援交付金) 2,600
国庫支出金(地域未来交付金)  ▲27  県債 47
繰入金(※)  ▲21
(※) 県債管理基金繰入金

【補正規模】 （単位：百万円）

・現計予算額 1,010,697（①）

・３月補正予算額 2,600(②）

３月補正後予算額（①＋②） 1,013,297

R7年度
補正前 1,010,697,444千円
３専               2,600,000千円
３専後 1,013,297,444千円

令和７年度３月補正予算(知事専決処分)の概要（令和８年３月専決）
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○ 11月補正予算に計上した「くまもと型小規模事業者持続化補助金」について、多くの申請があっており、予算

額が不足する見込み

○ 地域を支える小規模事業者を引き続き支援するため、追加予算を措置し、間断なく事業を実施する

くまもと型小規模事業者持続化補助金
令和７年度現計予算額 26億円(－）

今回補正後予算額 52億円(－)
[商工振興金融課]

（参考）11月補正予算における本事業(赤枠部分)の公表資料

＜申請状況及び今後の見込み（R8.3.6時点）＞

※事務費（1億円）除く

2

＜スケジュール＞
・申請受付開始 令和8年(2026年)2月24日
・ 〃 終了 令和8年(2026年)9月30日(※)

(※)申請が予算額に達した場合、
受付終了が早まることがある

※( )内の計数は一般財源



○ ２月補正予算に国庫補助事業（地域未来交付金-デジタル実装型）として計上した「防災DX推進事業（住家被害認定

調査モバイル化）」について、国庫補助の採択が困難であることが判明。

〇 そのため、デジタル活用推進事業債を活用して事業を実施する。

防災DX推進事業（住家被害認定調査モバイル化）
令和７年度現計予算額 53百万円(27百万円）

今回補正後予算額 53百万円( 6百万円)
[危機管理防災課]

（参考）２月補正予算における本事業(赤枠部分)の公表資料

事業費
うち
国庫

うち
一般財源

うち
県債

補正前① 53,000 26,500 26,500 -

補正後② 53,000 - 6,000 47,000

今回補正
②－①

- ▲26,500 ▲20,500 47,000

今回補正額の財源内訳（単位：千円）

【査定情報】＜スケジュール＞
本事業を含むR7→R8繰越処理を年度内に完了する
必要があるため、3月23日頃までには予算措置を
終える必要がある。
3月23日(月) 予算の専決
3月24日(火) 繰越起案
3月31日(火) 繰越承認
R9年3月まで 事業完了
R9年4月～  運用開始(※)
※6月議会での予算措置では、運用開始がR9の出
水期に間に合わなくなる可能性が高い
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※( )内の計数は一般財源
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